
東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

年度決算 年度予算

3

422 443

保育･教育の充実に合わせた園児の安全管理及び施
設の管理事務の徹底

最終的 今年度

教育

年度決算 備　　　　考

0

0

0

366

426

0

0

0

351

12

12

平成22年度

6

11

12

平成21年度

6

6

11

平成20年度

6

11

0

0

0

回

11

指標名 計算式又は指標設定理由

避難訓練の実施により、望まし
い行動の仕方が身に付くことが
期待できるため

回

交通安全の理解・意識向上のた
め

主要施策

公的関与

学校教育法 東温市幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

0.001

366

75

2

平成

危機管理マニュアルの作成を行います。

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

警察関係者、交通安全指導員による、交通安全教室等を開
催し、交通安全の意識の向上を図ります。

火災・地震が起きた際の行動の仕方が身に付くよう、計画的
に避難訓練を実施します。

定期的に遊具安全点検を行います。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

11

→

→

期間設定なし

一般会計

最終目標

交通安全指導・避難訓練などを実施することにより、園児の意識の向上が図られます。また、定期的な遊具の点検は、安全な園環境の保持のた
めに必要です。

事業の目的

根拠法令園児

回

6

12

定期的な遊具点検の継続、交通安全や危険回避意識の醸成の継続を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

12

0.009

0.002

0.009

0.002

平成

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

3015 事務事業名

事業区分

安全管理事務

非該当

事業の対象

改　革
計　画

交通安全教室・避難訓練・遊具安全点検が計画に従い定期的に実施されています。

交通安全指導・避難訓練については、地域の関係機関等の協力も得ていますが、関係機関の力をより有効に効率的にいかした内容を計画して
いきます。

遊具については、設置から年数の経つものも多く、今後安心して使用するためにも、より丁寧な点検、またその結果に伴う修理等が必要になりま
す。

達成度

効率性

交通安全指導回数

避難訓練回数

遊具安全点検回数

項目

必要性

有効性
安全な生活を営む基礎を習得するために必要な活動だと考えます。幼児だけでなく、保護者の意識向上を図り、家庭との継続した指導が有効だ
と考え、実践しています。

重信幼稚園
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

356

67

3

356

効率性有効性

効率性

0.010

351

68

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

重信幼稚園

定期的な安全点検を行うこと
で、危険箇所の早期発見を図る
ため

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

交通安全指導･避難訓練などの内容の検討を行い、遊具についての計画的な修繕を実施します。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 3

4 4 2 4 今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

保育環境は、今後も継続して整備し、幼児の健全な成長を保障していきたいと考えます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

1,227

6,011

電話番号係　　名

施設の維持管理 事業運営方法

重信幼稚園

効率性有効性二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性 園内の環境が安全で清潔な状態に整備され、望ましい教材・備品等の構成がなされることで、安全で充実した園生活が保障されています。

重信幼稚園
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

園内の施設・設備が安全で清潔な状態に整備されています。また、現状把握に対応して、プ－ル、藤棚の修繕を行うなど、必要となる改善を行う
ことにもつながっています。

全職員が共通理解のもと、整備に取り組んだり、教材の計画的な管理を行うことでより効率的になるものと考えます。

教職員による日常的な園内外の環境整備は、今後も継続して実施していく必要がありますが、園舎等の設備が老朽化していることに関連する保
育環境の悪化については、計画的･専門的な対応が求められます。

達成度

効率性

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

3018 事務事業名

事業区分

施設環境整備事業

非該当

定期的な点検による環境整備の継続と現施設での安全管理の徹底を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

1.009

0.717

1.009

0.717

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

園内の教育環境を豊かな経験を保障するものに整備することは、幼児期の教育現場として必要不可欠です。

事業の目的

根拠法令園庭･園舎等の保育教材や保育環境施設

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

成果指標

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

園舎内の環境整備

園庭の環境整備

物品・備品の購入・保管・処分に関する事務手続き

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（１）学校施設・設備の整備

1.539

3,460

7,621

2,619

平成

主要施策

公的関与

学校教育法 東温市幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

0

0

指標名 計算式又は指標設定理由

業務の性質上、指標設定になじ
まない。

1.011

0

6,011

7,501

平成21年度平成20年度 平成22年度

備　　　　考

0

0

0

3,460

14,739

0

0

0

5,333

5,333

7,622

1,227

14,182 13,700

適切な保育環境の維持管理に努め、園児の安全で健
全な生育を確保します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 7

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 3

年度決算 年度予算

56

344 329

園を開放し未就園児親子の集いの場を作るとともに、遊
びや子育てに関する情報を提供、共有します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 備　　　　考

0

0

0

0

339

0

0

0

0

平成22年度

6

平成21年度

6

6

平成20年度

5

0

0

0

回

指標名 計算式又は指標設定理由

定期的に園を開放し、未就園児
とその保護者が集う場を提供す
るため

主要施策

公的関与

学校教育法、幼稚園教育要領

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

（５）家庭や地域との連携

0.025

0

286

43

平成

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

未就園児とその保護者に、園を開放し、遊びの提供をしま
す。

保護者に対し、保健情報を提案したり、子育ての状況把握、
悩みの共有などに努めます。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

期間設定なし

一般会計

最終目標

地域において、入園前に同年齢の幼児と遊ぶ機会は少なくなっているため、幼児だけでなく、保護者にとっても子育て仲間に出会い、親しみ、子
育てについて考える貴重な場としてニ－ズは高いです。

事業の目的

根拠法令未就園児とその保護者

5

就園前の幼児の心身等の状況把握及び保護者の子育て意識の醸成指導と平準化指導の継続を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.038

0.033

0.038

0.033

平成

事業期間直営

022

課　　名 学校教育課

3036 事務事業名

事業区分

未就園児支援事業

非該当

事業の対象

改　革
計　画

年何回の子育て支援園開放を計画にそって実施し、多くの親子が継続して参加しています。入園予定の親子も多く、ここでのつながりから、教職
員と共に子育てについて考えていく素地をつくることもできます。

既存の園環境を利用しての活動を基本とし、コストは抑えられています。保育時間と平行して実施しているため、在園児の生活と未就園児親子の
活動の双方を充実させることの難しさはあります。

これまでの資料・教材等を生かすことで、園開放の運営をスリム化することは可能だと考えます。参加した未就園児親子にとって楽しく有意義な活
動となるよう工夫しながら計画していきたいと考えます。

達成度

効率性

園開放実施回数

項目

必要性

有効性
園舎・園庭・園内の教材など、幼児期の遊びに適した環境を提供することが可能であり、親子で安心して活動することを保障しています。また、保
護者同士がつながる機会となったり、発達や子育ての状況把握にも有効です。

重信幼稚園
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

0

282

56

0

効率性有効性

効率性

0.038

0

287

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

重信幼稚園

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

今後の方向性 方法改善

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

地域の子育て支援の拠点として、今後も継続して園開放を実施し、役割を果たしていきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

年度決算 年度予算

106

1,264 1,398

保育･教育の充実に合わせた園児の安全管理及び施
設の管理事務の徹底

最終的 今年度

教育

年度決算 備　　　　考

0

0

0

365

1,257

0

0

0

350

12

12

平成22年度

13

11

12

平成21年度

13

13

11

平成20年度

13

11

0

0

0

回

11

指標名 計算式又は指標設定理由

定期的な訓練の実施により園児
の安全確保を図ります。

回

定期的な点検の実施により、遊
具の安全度を把握します。

主要施策

公的関与

学校教育法、東温市立幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

0.031

365

980

53

平成

保護者を対象とした安全に関する情報の提供

緊急対応時のマニュアルを作成

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

遊具安全点検

避難訓練

交通安全指導

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

11

→

→

期間設定なし

一般会計

最終目標

法律や条令で実施することが定められた事業であり、園児の安全管理には、訓練や指導は必須要件です。安全基準に基づいた遊具の安全点
検も必須要件です。

事業の目的

根拠法令園児

回

13

11

定期的な遊具点検の継続、交通安全や危険回避意識の醸成の継続を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

11

0.107

0.062

0.107

0.062

平成

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

4015 事務事業名

事業区分

安全管理事務

非該当

事業の対象

改　革
計　画

ほぼ毎月点検や訓練を実施することにより、園児の安全教育につながっています。またチェックリストに記録することにより、教職員の安全管理意
識の向上にも役立っています。保護者へも情報提供することで安心してもらっています。

遊具の安全点検は市の委託業者が入っています。また交通安全指導も市主催で実施しています。園独自でも点検や指導を実施しており、安全
確保が効率的に実施できています。PTA奉仕作業等で協力を得ています。

学校教育法、東温市立幼稚園規則に基づき実施する事業であり、今後も実施する必要があります。安全基準に沿った遊具の安全管理の徹底が
必要とされています。開園から33年目を迎えており、それとともに老朽化した遊具もあるので、順次新規購入を計画していきます。

達成度

効率性

遊具の安全点検回数

避難訓練の回数

交通安全指導回数

項目

必要性

有効性 園児の安全を守るため、また安全に対する意識の向上を図るために欠かせません。

北吉井幼稚園
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

355

795

106

355

効率性有効性

効率性

0.130

350

808

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

北吉井幼稚園

安全指導の実施により園児の交
通安全確保します。

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

今後の方向性 拡大・充実

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

園児の安全を守るために必要な事業であることから、今後も引き続き事業を推進していきます。遊具の日常点検や不具合への速やかな対応など
適切な管理を継続して実施します。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

年度決算 年度予算

284

9,874 9,926

適切な保育環境の維持管理に努め、園児の安全で健
全な生育を確保します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 備　　　　考

0

0

0

4,011

9,246

0

0

0

6,191

平成22年度平成21年度平成20年度

0

0

0

指標名 計算式又は指標設定理由

業務の性質上、指標設定になじ
まない

主要施策

公的関与

学校教育法、東温市立幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

（１）学校施設・設備の整備

1.084

4,011

4,071

1,845

平成

温度、湿度、証明、換気等良好に維持します。

落下、転倒、ガラス飛散防止対策を行います。

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

教材購入計画、管理保管、処分を行います。

生活や遊びがしやすい環境をつくったり、施設内外の美化を
行ったりします。

塗装、修繕、修理を行います。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

成果指標

期間設定なし

一般会計

最終目標

充実した教育環境づくりは園児の保育には欠かせません。教師の意図を明確化することで共通理解ができ、有効な手段が見つかります。また、
それに伴う無駄のない購入計画、環境整備計画は必須要件です。

事業の目的

根拠法令園庭･園舎等の保育教材や保育環境施設

定期的な点検による環境整備の継続と現施設での安全管理の徹底を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.450

0.166

0.450

0.166

平成

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

4018 事務事業名

事業区分

施設環境整備事業

非該当

事業の対象

改　革
計　画

教材等の消耗品は目的に応じて種類別の整理整頓がされています。これにより増減が人目でわかります。安全・衛生面に関するチェックも教職
員で月に一度は行っています。

予算を園児のために有効に活用できるよう、計画に基づき購入しています。教材購入の際は安価で教育効果の高いものを吟味しています。また
修繕の必要なものについては、できるところは職員で行い、必要に応じて市に報告をあげています。

事前に共通理解する機会をつくり、意図が誰にでもわかる保育環境づくりを心がけます。今後も見通しをもった教材購入計画を実施するとともに、
自己や怪我などの起きない安心して遊べる環境づくりが必要です。

達成度

効率性

項目

必要性

有効性 教育環境の充実は、園児とともに保護者からも安心して預けてもらう目安になるために欠かせません。

北吉井幼稚園
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

5,617

3,345

284

5,617

効率性有効性

効率性

0.540

6,191

3,399

電話番号係　　名

施設の維持管理 事業運営方法

北吉井幼稚園

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

今後の方向性 拡大・充実

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

今後も園児の健全な成長を確保するために必要な事業であることから、今後も引き続き事業を推進していきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 7

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 3 今後の方向性 方法改善

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

地域の子育て支援の拠点として、今後も継続して園開放を実施し、役割を果たしていきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

56

0

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

北吉井幼稚園

効率性有効性二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性
園舎・園庭・園内の教材など、幼児期の遊びに適した環境を提供することが可能であり、親子で安心して活動することを保障しています。また、保
護者同士がつながる機会となったり、発達や子育ての状況把握にも有効です。

北吉井幼稚園
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

年何回の子育て支援園開放を計画にそって実施し、多くの親子が継続して参加しています。入園予定の親子も多く、ここでのつながりから、教職
員と共に子育てについて考えていく素地をつくることもできます。

既存の園環境を利用しての活動を基本とし、コストは抑えられています。保育時間と平行して実施しているため、在園児の生活と未就園児親子の
活動の双方を充実させることの難しさはあります。

これまでの資料・教材等を生かすことで、園開放の運営をスリム化することは可能だと考えます。参加した未就園児親子にとって楽しく有意義な活
動となるよう工夫しながら計画していきたいと考えます。

達成度

効率性

園開放実施回数

事業期間直営

022

課　　名 学校教育課

4033 事務事業名

事業区分

未就園児支援事業

非該当

就園前の幼児の心身等の状況把握及び保護者の子育て意識の醸成指導と平準化指導の継続を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.038

0.033

0.038

0.033

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

地域において、入園前に同年齢の幼児と遊ぶ機会は少なくなっているため、幼児だけでなく、保護者にとっても子育て仲間に出会い、親しみ、子
育てについて考える貴重な場としてニ－ズは高いです。

事業の目的

根拠法令未就園児とその保護者

10

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

未就園児とその保護者に、園を開放し、遊びの提供をしま
す。

保護者に対し、保健情報を提案したり、子育ての状況把握、
悩みの共有などに努めます。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（５）家庭や地域との連携

0.025

0

286

43

平成

主要施策

公的関与

学校教育法、幼稚園教育要領

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

0

0

回

指標名 計算式又は指標設定理由

定期的に園を開放し、未就園児
とその保護者が集う場を提供す
るため

0.038

0

0

282

平成21年度

10

10

平成20年度

10

平成22年度

10

備　　　　考

0

0

0

0

339

0

0

0

0

0

287

56

344 329

園を開放し未就園児親子の集いの場を作るとともに、遊
びや子育てに関する情報を提供、共有します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 4 4 今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

確実に月一度の安全点検を行うよう報告・確認の徹底を進めていきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

2

343

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

川上幼稚園

効率性有効性二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性
２年に一度の専門業者の遊具点検と教師の確認によって安全な遊具の提供ができています。また、訓練においても年度当初の計画に基づいて
推進し、教職員の危機管理の意識向上につながってきています。

川上幼稚園
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

修繕の対応も早く、安全が保たれています。訓練を通して、幼児に安全意識をもたせることができました。また、教職員も自分の役割を再確認した
り、連携を取る大切さに気付きました。

危機管理体制の整備の充実と教職員間で意識統一することで、さらに効率的になると考えます。

遊具の不具合の早期発見のため、安全点検表の活用の徹底が必要です。

達成度

効率性

遊具安全点検回数

避難訓練回数

交通安全教室の回数

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

5015 事務事業名

事業区分

安全管理事務

非該当

定期的な遊具点検の継続、交通安全や危険回避意識の醸成の継続を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

2

0.007

0.001

0.007

0.001

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

幼児の安全な生活を保障するためには、遊具の安全管理は必要不可欠です。また、避難訓練等を通して自分の命を大切にし守ろうとする幼児
を育てることが大切です。

事業の目的

根拠法令園児

回

12

2

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

10

→

→

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

交通安全指導を行います。

火災・地震・不審者の避難訓練を行います。

遊具や園舎の安全点検を行います。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

0.001

360

45

2

平成

危機管理マニュアルの作成を行います。

主要施策

公的関与

学校教育法、東温市立幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

0

0

回

7

交通安全教室の実施により交通
安全に対する意識の深まりが期
待できます。

指標名 計算式又は指標設定理由

定期的な訓練を行うことにより
安全に対する意識の深まりが期
待できます。

回

定期的な点検により安全確認と
早期に危険を把握します。

0.006

0

343

52

平成21年度

12

10

9

平成20年度

9

10

平成22年度

12

10

1

備　　　　考

0

0

0

1

1

360

397

0

0

0

348

348

53

2

403 407

保育･教育の充実に合わせた園児の安全管理及び施
設の管理事務の徹底

最終的 今年度

教育

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4 今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

活動に対するチェック体制をさらに整えるとともに、報告をきちんと行うよう徹底します。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

435

4,484

電話番号係　　名

施設の維持管理 事業運営方法

川上幼稚園

効率性有効性二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性
安全で充実した環境での生活は、幼児の豊かな育ちを保障する上で大事です。全体に目を配るとともに細やかな管理を行うことで手入れが行き
渡り、保育の充実につながっていきます。

川上幼稚園
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

隅々まで清掃・管理が概ねできており、幼児が気持ちのよい生活を送れています。また、清潔で整理整とんが整った環境は保育活動を進めやす
く、保育の充実・向上につながってきています。

全職員が共通理解し、整備や管理に取り組むことが重要と考えます。また、教材・備品等の管理・活用においては、使用後の始末を適切に行うこ
とが業務の効率性向上につながります。

より一層無駄のない充実した保育環境を整備するため、各担当者が責任をもって計画・実践を行うとともに、教師間で連携を取り、協力して進め
ていくことが必要です。さらに使用後の始末を徹底することで、時間短縮を図る必要があります。

達成度

効率性

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

5018 事務事業名

事業区分

施設環境整備事業

非該当

定期的な点検による環境整備の継続と現施設での安全管理の徹底を図ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.794

0.254

0.794

0.254

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

安全で清潔な保育環境づくりは、保育や幼児の健やかな成長・発達の基盤になります。幼児が安全で豊かな経験を積む上で、環境整備は重要
です。

事業の目的

根拠法令園庭･園舎等の保育教材や保育環境施設

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

成果指標

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

園舎や園庭など、幼稚園全体の環境整備を行います。

施設・設備等の管理・修繕を行います。

教材や物品・備品の購入事務及び管理を行います。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（１）学校施設・設備の整備

1.255

2,895

6,829

2,136

平成

温度・湿度・照明・換気等良好に維持します。

主要施策

公的関与

学校教育法、東温市立幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

0

0

指標名 計算式又は指標設定理由

業務の性質上、指標設定になじ
まない。

0.906

0

4,484

5,903

平成21年度平成20年度 平成22年度

備　　　　考

0

0

0

2,895

10,821

0

0

0

4,685

4,685

5,998

435

11,117 11,860

適切な保育環境の維持管理に努め、園児の安全で健
全な生育を確保します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 7

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 3 今後の方向性 方法改善

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

地域の子育て支援の拠点として、今後も継続して園開放を実施し、役割を果たしていきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

56

0

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

川上幼稚園

効率性有効性二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性
園舎・園庭・園内の教材など、幼児期の遊びに適した環境を提供することが可能であり、親子で安心して活動することを保障しています。また、保
護者同士がつながる機会となったり、発達や子育ての状況把握にも有効です。

川上幼稚園
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

年何回の子育て支援園開放を計画にそって実施し、多くの親子が継続して参加しています。入園予定の親子も多く、ここでのつながりから、教職
員と共に子育てについて考えていく素地をつくることもできます。

既存の園環境を利用しての活動を基本とし、コストは抑えられています。保育時間と平行して実施しているため、在園児の生活と未就園児親子の
活動の双方を充実させることの難しさはあります。

これまでの資料・教材等を生かすことで、園開放の運営をスリム化する必要があります。参加した未就園児親子にとって楽しく有意義な活動となる
よう工夫しながら計画する必要があります。

達成度

効率性

園開放実施回数

事業期間直営

022

課　　名 学校教育課

5037 事務事業名

事業区分

未就園児支援事業

非該当

就園前の幼児の心身等の状況把握及び保護者の子育て意識の醸成指導と平準化指導の継続を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.038

0.033

0.038

0.033

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

地域において、入園前に同年齢の幼児と遊ぶ機会は少なくなっているため、幼児だけでなく、保護者にとっても子育て仲間に出会い、親しみ、子
育てについて考える貴重な場としてニ－ズは高いです。

事業の目的

根拠法令未就園児とその保護者

1

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

未就園児とその保護者に、園を開放し、遊びの提供をしま
す。

保護者に対し、保健情報を提案したり、子育ての状況把握、
悩みの共有などに努めます。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（５）家庭や地域との連携

0.025

0

286

43

平成

主要施策

公的関与

学校教育法、幼稚園教育要領

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

0

0

回

指標名 計算式又は指標設定理由

定期的に園を開放し、未就園児
とその保護者が集う場を提供す
るため

0.038

0

0

282

平成21年度

1

1

平成20年度

1

平成22年度

1

備　　　　考

0

0

0

0

339

0

0

0

0

0

287

56

344 329

園を開放し未就園児親子の集いの場を作るとともに、遊
びや子育てに関する情報を提供、共有します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4 今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

園児の安全を守るために必要な事業であることから、今後も引き続き事業を推進していきます。遊具の日常点検や不具合への速やかな対応な
ど、適切な管理を継続して実施します。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

3

340

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

東谷幼稚園

効率性有効性二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性 園児の安全を守るため、また、安全に対する意識の向上を図るための欠かせません。

東谷幼稚園
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

毎月点検や訓練を実施することにより、園児の安全教育につながっています。また、チェックリストに記録することにより、教職員の安全管理意識
の向上にも役立っています。

遊具の安全点検は市の委託業者が入っています。また、交通安全指導も市主催で実施しています。園独自でも点検や指導を実施しており、安
全確保が効率的に実施しています。

学校教育法、東温市立幼稚園規則に基づき実施する事業であり、今後も実施する必要があります。安全基準に沿った遊具の安全管理が必要と
されています。

達成度

効率性

安全点検

設備管理の整備

避難訓練

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

6015 事務事業名

事業区分

安全管理事務

非該当

定期的な遊具点検の継続、交通安全や危険回避意識の醸成の継続してください。

当面の
課　題

総合計画

会計

12

0.009

0.002

0.009

0.002

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

法律や条例で実施することが定められた事業であり、園児の安全管理には、訓練や指導は必須用件です。安全基準に基づいた遊具の安全点
検も必須用件です。

事業の目的

根拠法令園児

回

12

12

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

3

→

→

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

遊具の安全管理、点検

危険だと判断されるものの速やかな修理及び処理の実施

避難訓練、交通安全教室の実施

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

0.002

355

68

3

平成

危機管理マニュアル作成

主要施策

公的関与

学校教育法、東温市立幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

0

0

回

3

安全を確保し、命を守ります。

指標名 計算式又は指標設定理由

設備の活用により、視野を広げ
保育に活かします。

回

定期的な検査の実施により遊具
安全状況を把握します。

0.009

0

340

67

平成21年度

12

12

3

平成20年度

12

3

平成22年度

12

3

12

備　　　　考

0

0

0

12

12

355

410

0

0

0

345

345

68

3

416 426

保育･教育の充実に合わせた園児の安全管理及び施
設の管理事務の徹底

最終的 今年度

教育

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4 今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

今後も園児の健全な成長を確保するために必要な事業であることから、今後も引き続き事業を推進していきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

551

2,935

電話番号係　　名

施設の維持管理 事業運営方法

東谷幼稚園

効率性有効性二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性 教育環境の充実は園児とともに保護者からも安心して預けてもらう目安になるために欠かせません。

東谷幼稚園
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

教材等の消耗品は目的、種類別で整理整頓がなされています。これにより増減が一目でわかります。安全、衛生面に関するチェックも教職員で、
月に1度は行っています。

予算を園児のために有効に活用できるよう計画に基づき、購入しています。教材購入の際は安価で教育効果の高いものを吟味しています。ま
た、修繕に必要な物についてはできるところは職員で行い、必要に応じて市にあげています。

今後も見通しをもった教材購入計画を実施するとともに、事故や怪我などの起きない安心して遊べる環境づくりが必要です。

達成度

効率性

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

6018 事務事業名

事業区分

施設環境整備事業

非該当

定期的な点検による環境整備の継続と現施設での安全管理の徹底を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.510

0.322

0.510

0.322

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

充実した教育環境作りは園児の保育には欠かせません。無駄のない購入計画、環境整備計画は必須要件です。

事業の目的

根拠法令園庭･園舎等の保育教材や保育環境施設

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

成果指標

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

施設内外の環境整備、美化を行います。

教材購入計画や管理保管、処分を行います。

温度、湿度、照明換気等良好に維持します。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（１）学校施設・設備の整備

0.322

1,661

3,844

548

平成

塗装、修繕、修理を行います。

主要施策

公的関与

学校教育法、東温市立幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

0

0

指標名 計算式又は指標設定理由

業務の性質上、指標設定になじ
まない

0.510

0

2,935

3,791

平成21年度平成20年度 平成22年度

備　　　　考

0

0

0

1,661

7,277

0

0

0

1,323

1,323

3,853

551

5,726 6,053

適切な保育環境の維持管理に努め、園児の安全で健
全な生育を確保します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 7

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 3 今後の方向性 方法改善

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

地域の子育て支援の拠点として、今後も継続して園開放を実施し、役割を果たしていきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

56

0

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

東谷幼稚園

効率性有効性二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性
園舎・園庭・園内の教材など、幼児期の遊びに適した環境を提供することが可能であり、親子で安心して活動することを保障しています。また、保
護者同士がつながる機会となったり、発達や子育ての状況把握にも有効です。

東谷幼稚園
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

年何回の子育て支援園開放を計画にそって実施し、多くの親子が継続して参加しています。入園予定の親子も多く、ここでのつながりから、教職
員と共に子育てについて考えていく素地をつくることもできます。

既存の園環境を利用しての活動を基本とし、コストは抑えられています。保育時間と平行して実施しているため、在園児の生活と未就園児親子の
活動の双方を充実させることの難しさはあります。

これまでの資料・教材等を生かすことで、園開放の運営をスリム化が必要です。参加した未就園児親子にとって楽しく有意義な活動となるよう工夫
しながら計画していく必要があります。

達成度

効率性

園開放実施回数

事業期間直営

022

課　　名 学校教育課

6032 事務事業名

事業区分

未就園児支援事業

非該当

就園前の幼児の心身等の状況把握及び保護者の子育て意識の醸成指導と平準化指導の継続を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.038

0.033

0.038

0.033

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

地域において、入園前に同年齢の幼児と遊ぶ機会は少なくなっているため、幼児だけでなく、保護者にとっても子育て仲間に出会い、親しみ、子
育てについて考える貴重な場としてニ－ズは高いです。

事業の目的

根拠法令未就園児とその保護者

2

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

未就園児とその保護者に、園を開放し、遊びの提供をしま
す。

保護者に対し、保健情報を提案したり、子育ての状況把握、
悩みの共有などに努めます。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（５）家庭や地域との連携

0.025

0

286

43

平成

主要施策

公的関与

学校教育法、幼稚園教育要領

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

0

0

回

指標名 計算式又は指標設定理由

定期的に園を開放し、未就園児
とその保護者が集う場を提供し
ます。

0.038

0

0

282

平成21年度

2

2

平成20年度

2

平成22年度

2

備　　　　考

0

0

0

0

339

0

0

0

0

0

287

56

344 329

園を開放し未就園児親子の集いの場を作るとともに、遊
びや子育てに関する情報を提供、共有します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

年度決算 年度予算

2

330 342

保育･教育の充実に合わせた園児の安全管理及び施
設の管理事務の徹底

最終的 今年度

教育

年度決算 備　　　　考

0

0

0

316

325

0

0

0

306

2

2

平成22年度

12

3

2

平成21年度

12

12

3

平成20年度

12

3

0

0

0

回

3

指標名 計算式又は指標設定理由

安全を確保し、命を守ります。 回

職員が定期的に点検しながら、
危険場所があれば改善します。

主要施策

公的関与

学校教育法、東温市幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

0.002

316

23

3

平成

業者による遊具の安全点検

安全に関する危機管理マニュアル作成

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

遊具・施設の安全点検実施

避難訓練の実施

交通安全教室の実施

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

3

→

→

期間設定なし

一般会計

最終目標

学校教育法や市の規則により、避難訓練等、安全管理は義務付けられている事業です。

事業の目的

根拠法令園児

回

12

2

定期的な遊具点検の継続、交通安全や危険回避意識の醸成の継続してください。

当面の
課　題

総合計画

会計

2

0.003

0.001

0.003

0.001

平成

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

7015 事務事業名

事業区分

安全管理事務

非該当

事業の対象

改　革
計　画

改善場所があれば、職員や小学校事務員がすばやく対応したり、教育委員会を通して、業者により改善・修繕がされています。訓練においても、
小学校と合同で行うことができています。

業者による安全点検を行うことで、事前に改善されています。小学校と一緒に危機管理体制が整備されています。

これからも潜在危険の洗い出しと安全性の確保を行い、防犯・防災の徹底を図る必要があります。

達成度

効率性

安全点検回数

避難訓練の回数

交通安全教室の実施数

項目

必要性

有効性 園児の安全を確保するため、欠くことができません。

西谷幼稚園
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

301

22

2

301

効率性有効性

効率性

0.003

306

23

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

西谷幼稚園

横断歩道の渡り方や信号の見方等
の指導を受けながら、交通ルール
を理解していきます。

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

命を守る重要な事業なので、今後も引き続き事業を推進していきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

年度決算 年度予算

313

4,165 3,268

適切な保育環境の維持管理に努め、園児の安全で健
全な生育を確保します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 備　　　　考

0

0

0

1,667

4,695

0

0

0

1,563

平成22年度平成21年度平成20年度

0

0

0

指標名 計算式又は指標設定理由

業務の性質上、指標設定になじ
まない。

主要施策

公的関与

学校教育法、東温市幼稚園規則

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

（１）学校施設・設備の整備

0.334

1,667

1,033

568

平成

温度、湿度、照明、換気等良好にします。

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

施設内外の環境整備を行います。

教材や絵本の管理を行います。

物品・備品の購入・廃棄事務及び管理を行います。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

成果指標

期間設定なし

一般会計

最終目標

充実した教育環境づくりは、園児の保育に欠かせません。また、廃材の活用や無駄のない計画により、物を大切に扱うことにつながっています。

事業の目的

根拠法令園庭･園舎等の保育教材や保育環境施設

定期的な点検による環境整備の継続と現施設での安全管理の徹底を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.303

0.183

0.303

0.183

平成

事業期間一部委託

022

課　　名 学校教育課

7018 事務事業名

事業区分

施設環境整備事業

非該当

事業の対象

改　革
計　画

教材などの消耗品は、目的に応じて種類別の環境整頓がされています。これにより増減がひと目で分かり、限られた予算の有効活用につながり
ます。

職員が環境整備をするとともに、シルバー人材や保護者奉仕活動を活用し、効率性を高めています。

限られた職員がそれぞれに役割を果たしながら連携し、環境の整備と美化に努める必要があります。

達成度

効率性

項目

必要性

有効性
樹木の剪定や消毒、季節の花や野菜を植えるなど、戸外の環境整備を行うことにより、園内でも季節の移り変わりを感じ取ることができています。
教材・備品等の望ましい配置・活用を行うことで、充実した園生活が保障されます。

西谷幼稚園
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

2,129

2,253

313

2,129

効率性有効性

効率性

0.137

1,563

2,289

電話番号係　　名

施設の維持管理 事業運営方法

西谷幼稚園

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

効率よく施設を管理するため、今後も継続し推進していきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 7

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 3

年度決算 年度予算

56

344 329

園を開放し未就園児親子の集いの場を作るとともに、遊
びや子育てに関する情報を提供、共有します。

最終的 今年度 経常的

教育

年度決算 備　　　　考

0

0

0

0

339

0

0

0

0

平成22年度

2

平成21年度

1

1

平成20年度

1

0

0

0

回

指標名 計算式又は指標設定理由

定期的に園を開放し、未就園児
とその保護者が集う場を提供し
ます。

主要施策

公的関与

学校教育法、幼稚園教育要領

細事務事業名

gakkokyoiku@city.toon.ehime.jp089-964-4420 メールアドレス

実施計画

（５）家庭や地域との連携

0.025

0

286

43

平成

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

未就園児とその保護者に、園を開放し、遊びの提供をしま
す。

保護者に対し、保健情報を提案したり、子育ての状況把握、
悩みの共有などに努めます。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

→

成果指標

期間設定なし

一般会計

最終目標

地域において、入園前に同年齢の幼児と遊ぶ機会は少なくなっているため、幼児だけでなく、保護者にとっても子育て仲間に出会い、親しみ、子
育てについて考える貴重な場としてニ－ズは高いです。

事業の目的

根拠法令未就園児とその保護者

1

就園前の幼児の心身等の状況把握及び保護者の子育て意識の醸成指導と平準化指導の継続を行ってください。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.038

0.033

0.038

0.033

平成

事業期間直営

022

課　　名 学校教育課

7034 事務事業名

事業区分

未就園児支援事業

非該当

事業の対象

改　革
計　画

年何回の子育て支援園開放を計画にそって実施し、多くの親子が継続して参加しています。入園予定の親子も多く、ここでのつながりから、教職
員と共に子育てについて考えていく素地をつくることもできます。

既存の園環境を利用しての活動を基本とし、コストは抑えられています。保育時間と平行して実施しているため、在園児の生活と未就園児親子の
活動の双方を充実させることの難しさはあります。

これまでの資料・教材等を生かすことで、園開放の運営をスリム化が必要です。参加した未就園児親子にとって楽しく有意義な活動となるよう工夫
しながら計画する必要があります。

達成度

効率性

園開放実施回数

項目

必要性

有効性
園舎・園庭・園内の教材など、幼児期の遊びに適した環境を提供することが可能であり、親子で安心して活動することを保障しています。また、保
護者同士がつながる機会となったり、発達や子育ての状況把握にも有効です。

西谷幼稚園
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

0

282

56

0

効率性有効性

効率性

0.038

0

287

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

西谷幼稚園

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち政策目標 ２ 学校教育の充実政策項目

今後の方向性 方法改善

必要性 達成度 今後の方向性 現状維持

地域の子育て支援の拠点として、今後も継続して園開放を実施し、役割を果たしていきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者




